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2022年度の概況
製品別売上高

仕向地別売上高

製品別売上高は、建設用クレーンが1,287億5千1百万円（調整後前期比116.3％）、高所作業車が121億6千万円（調整後前期比106.4%）、その他の
製品が397億8千3百万円（調整後前期比112.9%）と前期（調整後）に比べて売上高が増加しました。車両搭載型クレーンについては122億3千6百万
円（調整後前期比84.6％）、と売上高が減少しました。この結果、2022年度の売上高は、1,929億3千2百万円（調整後前期比112.3％）となりました。

為替の影響もあり、欧州315億4千7百万円（調整後前期比104.3%）、北米570億円（調整後前期比123.9％）、中南米48億8千1百万円（調整後前期
比390.5%）、アジア131億5千2百万円（調整後前期比109.4％）、中東88億1千6百万円（調整後前期比200.6％）と前期を上回る売上高でした。その
他の地域では、142億2百万円（調整後前期比96.3％）と減少しました。
日本においては、633億3千1百万円（調整後前期比100.2％）と売上高はわずかに増加しました。海外売上高比率*は、67.2%（調整後前期63.2％）と
なりました。
*21年度（調整後）・22年度については、12月決算会社（主に海外）においては1～12月の12カ月、3月決算会社（主に日本）においては4～12月の9カ月
の売上高による数値となります。

21年度
（調整後） 22年度 ⾦額 増減率

建設⽤クレーン 110,714 128,751   18,036 16.3%

⾞両搭載型
クレーン     14,457   12,236   -2,220   -15.4%

⾼所作業⾞    11,431    12,160   728 6.4%

その他 35,228   39,783   4,554 12.9%

合計 171,832 192,932 21,099  12.3%

⽐較増減

■ 製品別売上高（21年度調整後・22年度比較）

（百万円）

建設用クレーン 車両搭載型クレーン 高所作業車 その他
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※日本は含んでいません。
※その他には、オセアニア、アフリカ、CISを含んでいます。
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■ 製品別売上高（13年度～22年度推移）

■ 海外仕向地別売上高（13年度～22年度推移）

21年度
（調整後）  22年度 ⾦額 増減率

欧州 30,238    31,547 1,309 4.3%

北米    45,999 57,000 11,000 23.9%

中南米 1,250 4,881 3,631 290.5%

アジア 12,019 13,152 1,132 9.4%

中東 4,394 8,816 4,422 100.6%

その他 14,748 14,202 -546 -3.7%

⼩計（海外計） 108,651 129,600 20,949 19.3%

日本 63,181 63,331 150 0.2%

合計 171,832 192,932 21,099 12.3%

海外売上高比率     63.2%      67.2%

⽐較増減

■ 仕向地別売上高（21年度調整後・22年度比較）

（百万円）

※その他には、オセアニア、アフリカ、CISを含んでいます。

年 2021

2022年３月期

2022

2022年12月期

月 1-3 4-6 7-9 10-121-3 4-6 7-9 10-12

決算期

３月決算会社
（主に日本）
12月決算会社
（主に海外）

21年度（調整後参考数値） 22年度

決算期変更の経 過期間となる2022年12月期は、2022年4月1日から
2022年12月31日までの9カ月決算となります。本資料の比較対象と
なる「21年度（調整後）」は上図のとおり連結対象期間を調整（斜線部）
しております。
なお、監査法人による監査を受けていない参考数値となります。
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売上高

建設用クレーン
Mobile Cranes

日本向け売上高は273億3千9百万円（調整後前期比106.1％）と前期（調整後）に比べて増加しました。海外向け売上高は、北米・中南米・中東を中心に増
加し、1,014億1千1百万円（調整後前期比119.4％）となりました。この結果、建設用クレーンの売上高は1,287億5千1百万円（調整後前期比116.3％）となり
ました。

■ 売上高（13年度～22年度推移）■ 売上高（21年度調整後・22年度比較）

21年度
（調整後）   22年度     ⾦額  増減率

日本 25,756 27,339 1,582 6.1％

海外 84,957 101,411 16,454 19.4％

合計 110,714 128,751 18,036 16.3％

⽐較増減
（百万円）

需要とシェア（台数ベース）
需要は日本を除く全ての地域で増加しており、新型コロナウイルス感染拡大前の水準を上回るレベルとなりました。2022年の海外市場全体（中国を除く）の
建設用クレーン需要は、前年比137.6％と増加しました。タダノ製品の世界全体におけるシェアは、前年の20%から4ポイント減少した16%となりました。

■ 需要・シェア（21年・22年比較/暦年ベース）

■ 世界需要（13年～22年推移/暦年ベース）

2021年
1-12⽉

 2022年
1-12⽉ 増減率 2021年

1-12⽉
2022年
1-12⽉

欧州 1,360台 1,470台 8.1％ 12% 10％

北米 1,090台 1,150台 5.5% 36% 35%

中南米 370台 590台 59.5% 6% 6%

アジア 1,360台 2,020台 48.5% 7% 8%

中東 520台 910台 75.0% 7% 16%

その他 2,080台 3,760台 80.8% 6% 3%

海外計 6,780台 9,900台 46.0%

日本 1,420台 1,380台 -2.8% 54% 58%

合計 8,200台 11,280台 37.6% 20% 16%

シェア需要

海外 日本
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■ 市場ごとの機種別需要（22年/暦年ベース）

01

製品紹介
オールテレーンクレーン

トラッククレーン

ラフテレーンクレーン

高速道路や橋梁工事などのインフラ整備、大型プラントやビルといった
建築やメンテナンス工事などの現場で活躍する大型クレーンです。舗装道
路から不整地まであらゆる路面に適応し、大きなクレーン能力を持ちなが
ら、後輪もしくは全輪軸操舵機能により小回り性にも優れています。

タダノの技術の粋を集めた主力製品。一つの運転席で走行とクレーン操
作が行える自走式クレーンです。不整地や軟弱な地盤でも走行ができるほ
か､その小回り性を活かし、市街地や狭隘地などの現場でも活躍していま
す｡ 海外では主に大規模プラントの建設･メンテナンスに使われています。

専用または汎用トラックに架装したクレーンです。走行用とクレーン用の
運転室が個別に設けられています。トラック同様迅速に作業現場まで自
走し､クレーン作業を開始します。海外では高速走行性をもつ大型クレー
ンとして使われ、メンテナンスの容易性、コストパフォーマンスの高さから
北米、新興国で高く評価されています。

AC 7.450-1

GT-1200XL-2

GR-250N

ラチスブーム式 
クローラクレーン

広大なアメリカで、泥濘地を含めたさまざまな環境で効率よく作業するよ
うに開発されました。クローラキャリヤの低重心の利点を活かし、高さに
余裕のないトンネルやプラント､オイルタンクなどの設置現場で荷を吊っ
たまま走行し、その強さを発揮します。

より大きな吊り上げ能力を必要とする現場に適したクレーンです。他のタイ
プのクレーンよりも大きな吊り上げ能力（最大3,200トン）を備えており、高
負荷時にも優れた操作性を保持することができます。その大きさにも関わら
ず、分解することで輸送が容易となり、高まるクリーンエネルギー需要を背
景に、風力発電関連工事をはじめ、世界各地で活躍の場を広げています。

 GTC-2000 CC 38.650-1

伸縮ブーム式 
クローラクレーン

※数値は当社推計（10台単位にて四捨五⼊）
※ロシア国産は含んでいません。
※中国国産の輸出を含んでいます。
※�中国国産の中国市場向けは含んでいません。 

中国市場における中国国産の需要推移は次のとおりです。 
CY13：約1万7千台、CY14：約1万4千台、CY15：約9千台、 
CY16：約9千台、CY17：約2万台、CY18：約3万2千台、CY19：約4万2千台、 
CY20：約5万4千台、CY21：約4万6千台、CY22：約2万2千台
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